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こんにちは。塩田佳代子と申します。私は現在、ボストン大学公衆衛生大学院にてアシスタ

ントプロフェッサーとして研究・教育に携わっています。獣医師でもあり、感染症疫学や国際
保健が専門です。２児の母として、これまで子育てをしながら研究者としてのキャリアを続け
てきた中で、「働くこと」と「家庭を持つこと」、そしてその間にある社会の構造について考え
る機会が多くありました。 
今回はその経験を踏まえ、「女性向けの機会や制度は“優遇”なのか」という点について、少し

考えを共有させていただければと思います。 
私自身、若い頃はこの点に違和感を持っていました。勉強や研究は能力で評価されるべきも

のであり、性別で区別される必要はないのではないか、と感じていたからです。こうした制度
に対して「逆差別ではないか」という声があがるのも、自然な反応だと思います。 
でも、それは当時の私が、社会の構造や無意識のバイアスについて十分に理解していなかっ

たからだと、今は思います。 
たとえば大学受験でも、つい数年前に日本の医学部入試で、女性が医師になると産休などを

とって働かなくなって困る、というような発想から、女性受験者の点数を一律に不利に扱って
いたことが大きな問題になりました。一見平等に見える制度の中にも、このように性別などの
属性に基づく前提や偏りが入り込み、結果として特定の人たちが不利になってしまうことがあ
ります。 
では、研究者の評価システムはどうなっているかというと、発表した論文数、それが引用さ

れた回数、学会で発表した回数などが、重要な指標になります。けれども、女性は出産すれば
一定期間仕事を休まざるを得ません。仕事のスピードを落とさざるをえないだけでなく、行動
範囲も大きく制限されます。子どもが生まれたあと、学会に参加することが難しいと感じる人
は多いと思います。日本では今でも子育てや家事の大部分を女性が担っていることが多く、こ
うした不利はなかなか表面化しません。 
論文数や業績の数字に基づく評価は、分かりやすく取り組みやすい一方、社会的・構造的不

利を考慮する余地がありません。だからこそ、そうした社会的な構造を考慮した賞やポジショ
ンは必要だと私は思っています。女性研究者の賞やポジションは、実力を「水増し」するもの
ではなく、異なる条件の中で研究を続けている人たちの成果をきちんと見える形にし、応援す
るための仕組みだと私は考えています。 



職業の男女比の話になると、「50:50 にしないといけないのか」「保育士や看護師に男性が少
ないのは差別ではないのか」という議論になることがあります。そのとき私はいつもノーベル
化学賞受賞者の Ada Yonath の言葉を思い出します。彼女は「50:50 にすることが目的ではな
い。性別や立場に関係なく、それぞれ自分がやりたいことを追いかけられる社会であることが
大事なのだ」と言っていました。その言葉は、今でも私の支えになっています。 
日本ではアファーマティブアクションがなぜか「女性『優遇』政策」と呼ばれていること

に、私は強い違和感を覚えています。この制度は優遇ではなく、これまでの社会的・構造的不
利を是正する制度だからです。「優遇」という言葉は、その本質をまったく表していないばかり
か、かえって差別意識を助長してしまう言葉だと私は思います。 
ここまで、アファーマティブアクションは現状まだ必要だという話をしてきましたが、これ

が必要ない世の中になるのが一番です。このような是正策は、結局最後の最後に帳尻を合わせ
ているだけで、本当に変えていかなければいけないのはそのもっと手前にあるものです。 
たとえば、社会が個人の属性によって期待を変えてしまうことは、実は子どものころから始

まっています。 
「女の子なんだから算数なんてできるとモテない」 
「女性だから海外には行かない方がいい」 
「婚期を逃すからやめた方がいい」 
そうした言葉が、まだ芽も出ていない夢を摘み取ってしまうことがあります。 
もちろん、属性による違いには良いもの・強みになるものもありますし、生物的・生理的に

当然存在する違いもあります。違いそのものをすべてなくさなければいけない、という話では
ありません。ただ、本来は影響のないはずの属性を理由に、誰かの夢の可能性が閉ざされてし
まうのは、とても悲しいことだと思います。 
無意識の差別は、誰の中にもあります。私自身の中にもあります。それを完全になくすこと

はとても難しいことです。だからこそ、まずは「自分にもある」と自覚して認めること。それ
が最初の一歩なのだと思います。 
そして、いまの子どもたちが大人になるころには、性別や人種、家庭環境などの属性によっ

て可能性が左右されることのない社会になっていてほしい。自由に夢を追って、それを応援し
て支えることができる社会になってほしい。そんな社会に少しでも近づけるように、小さくて
もできることを続けていきたいと思っています。 
最後までお読みいただき、ありがとうございました。 

 



        
写真（左）：出版した本「仕事をしながら母になる」 
写真（右）：子どもたちと参加した Yale大学の卒業式 
 


